
最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会



 洪水を安全に流すためのハード対策として最上川下流大川渡地区におい
て堤防浸透対策工事が完了しました。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

大川渡地区

着手前 施工中 完成後

最上川
最上川



 洪水を安全に流すためのハード対策として赤川文下地区において、堤防浸透対策工事
が概成しました。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

文下地区（浸透対策）

着手前 施工中 完成後



 洪水を安全に流すためのハード対策として、赤川助川地区において河道掘
削工事を実施しています。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

助川地区（河道掘削）

着手前 施工中 完成後

赤川 赤川



 危機管理型ハード対策として、赤川助川地区において堤防裏法尻の補
強を実施しています。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

着手前 施工中 完成後

助川地区（法尻の補強）



 町内会で実施している防災研修会へ参加し、鶴岡市の洪水対策について説明しました。

(実施機関：鶴岡市、長者町町内会、朝暘町町内会)

(説明内容)
・洪水ハザードマップの概要
・町内会の避難所の確認

・避難準備情報、避難勧告の
発令

・洪水災害における河川水位
の対応行動

・赤川におけるタイムライン
など

（研修資料）



 河川の安全利用等を啓発するため、県内の小学校3～6年生を
対象に「川の安全利用パンフレット」を40.6千部配布しました。

(実施機関：山形県)

▲川の安全利用パンフレット



 洪水時の内水の発生に備え、円滑な排水活動とするため、
排水訓練を実施しました。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

▲排水訓練の様子



 「平成28年度山形県防災・危機管理トップセミナー～山形県市町村長防
災危機管理ラボ～」と題し、県内35市町村長(代理も含む)の他、国や県、
市町村の防災危機管理担当者も含め計117名の参加をいただき開催し
ました。

 災害経験首長による講演として、新潟県見附市の比住時男市長から「2
度の水害における見附市の対応について」と題し、1度目の水害の経験
から2度目の水害被害を最小限にとどめたこと、災害時における市町村
長がなすべきことなどについて講演をいただきました。
(実施機関：山形県、消防庁、一般財団法人消防防災科学センター)

▲トップセミナー開催の様子

▲新潟県見附市の久住時男市長
の講演の様子

▲聴講者から質疑の様子
（質疑者：南陽市長）



 本格的な出水期を前に最上川下流・赤川において洪水対応演
習を実施しました。

 水防警報・洪水予報等の防災情報について、関係機関等への
伝達が迅速かつ的確に行われるか確認しました。
(実施機関：鶴岡市、酒田市、庄内町、山形県、気象台、

酒田河川国道事務所)

▲洪水対応訓練の様子 ▲ホワイトボードにて全体の状況を把握



 洪水時に迅速かつ的確な水防活動の実施を図り、災害を未然に防ぐための取
り組みとして、重要水防箇所の点検を実施しました。

 山形県や水防団などの関係機関並びに沿川自治体(住民代表)とで、延べ200
人が参加しました。

(実施機関：鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、山形県、酒田河川国道事務所)

▲合同点検の様子（酒田市） ▲合同点検の様子（鶴岡市）



 減災の取り組みの一環として、市町長によるによる避難勧告等
の適切な発令や住民等の主体的な避難に役立つよう、赤川水
系赤川、大山川及び内川において、想定最大規模の降雨によ
る洪水浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域を公表しまし
た。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

詳細はこちら→ http://www.thr.mlit.go.jp/sakata/river/bousai/sinsui/akagawa.html



 洪水発生時や災害時等に、地域のリーダーとなる自治会長やコミュニティ
振興会長及び事務局長にいち早く対応していただくために、防災ラジオの
貸与を図りました。

 緊急時には、防災行政無線とともにコミュニティFM放送を通して自動起動
により緊急放送が流れます。

(実施機関：酒田市)

▲貸与した酒田市防災ラジオ



 赤川の支川青龍寺川の氾濫を想定して、鶴岡市の第六学区の2つの町内
会(みどり町、新海町)の皆さんと避難訓練、避難所開設運営訓練を実施し
ました。

(実施機関：山形県、鶴岡市、第六学区コミュニティ、みどり町町内会、

新海町町内会)

▲避難者の受付の様子（避難所） ▲防災資機材の設置状況

▲避難者の救護の様子



 清川地区は高齢化率が高く、自力で避難することが困難な方が比較的多
い地域です。大雨により最上川対岸の成興野（旧松山町）の土砂が崩れる
と国道４７号を最上川の水や土砂が越水し流入するため、ハザードマップ
等で周知をしている地区です。

 そのため、防災行政無線による避難勧告を受けての自主防災会と消防団
員が協力した避難訓練と避難所開設運営訓練を実施しました。

(実施機関：庄内町、庄内町消防団、清川地区の１４自主防災会)

▲リヤカー等を活用した避難の様子 ▲避難者救護の様子（広域避難所内）



 H13に作成した赤川の洪水ハ

ザードマップの見直し作業を
行っています。地域住民への説
明として、想定し得る最大規模
の降雨による赤川氾濫時の浸
水域・浸水深・浸水継続時間な
どの内容について説明するとと
もに、洪水ハザードマップの避
難所の設定を確認しました。

 鶴岡・藤島・羽黒・櫛引・朝日地
区において、約５０回程度の意
見交換会を開催しました。

(実施機関：鶴岡市) ▲意見交換会の様子



 河川ダム事業の役割や防災、河川愛護の意識醸成を目的に開催してい
る「かわとぴあ」において、河川砂防情報のPR活動を実施しました。

(実施機関：山形県)

▲かわとぴあの様子

▲水害・土砂災害に関する
アンケートの様子



 鶴岡市では「鶴岡市住民自治組織ス
テップアップ事業補助金」により、住民
自治組織自らが、地域における問題の
解決や課題の達成、若しくは魅力ある
環境づくりに向け、新たに取り組み地域
づくり事業を支援しています。

 その事業を活用して昭和町第三町内会
において、

①住民の防災壱岐市を高めることで、

災害時における人的被害の減少

②住民同士のコミュニケーションの場

を増幅させること

を目的に自主防災マップを作成、各

世帯に配布し、災害時における避難

行動が適切に行えるよう整備してい

ます。

(実施機関：鶴岡市、昭和町第三町内会)

▲（作成した防災マップ）



 防災・河川環境教育の充実に関する取り組みとして、教育委
員会及び小学校と連携して、防災教育を実施しました。

(実施機関：鶴岡市、酒田河川国道事務所)

▲防災教育の実施（H28.10.18：鶴岡市立朝暘第五小学校）

▲使用した教材の一部



 洪水発生時に、庁舎
における非常用電
源装置の水没を防
ぐため、約2.5mの
架台の上に整備しま
した。

(実施機関：三川町)

▲約２．５ｍの架台の上に設置した非常用電源装置



 減災の取り組みの一環として、市町長によるによる避難勧告等
の適切な発令や住民等の主体的な避難に役立つよう、最上川
水系最上川、京田川及び相沢川において、想定最大規模の降
雨による洪水浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域を公
表しました。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

詳細はこちら→ http://www.thr.mlit.go.jp/sakata/river/bousai/sinsui/mogamikaryu.html



 要配慮者利用施設の管理者等を対象に、水害・土砂災害の備えに関する説
明会を開催しました。

 防災気象情報や洪水予報、土砂災害警戒情報の意味と入手方法等の説明
をしました。

(実施機関：山形地方気象台、東北地整、山形県)

参加者 酒田会場：59人(うち管理者50名)
三川会場：91人(うち管理者81名)

▲酒田会場の様子 ▲三川会場の様子 ▲説明状況



 風水害やその他大規模な災害が発生した場合、観光客や帰宅
困難者等が一時的に避難する場所として、民間の施設を使用
することを目的とした支援協定を締結しました。

(実施機関：鶴岡市、(株)庄交コーポレーション)

協定における避難場所
・東京第一ホテル鶴岡
・S-MALL



 水害リスクの高い危険箇所に簡易水位計を設置し、運用を開始しました。
（最上川下流：９箇所、赤川：５箇所）

 避難勧告発令の判断材料として各自治体にホットラインを通じ、観測水
位を提供します。

 また、近隣住民の避難の目安となるように、河川増水時に危険を知らせ
る「回転灯」も設置しています。

(実施機関：酒田河川国道事務所)

▲簡易水位計（アンテナ）及び回転灯

【簡易水位計設置イメージ】

▲簡易水位計（センサー）

▲回転灯

避難判断水位
首長が要配慮者等に避難勧告等を出す判断の目安の一つとなる水位

【回転灯の取扱】
回転灯による情報は、あくまでも市町からの避難勧告、避難指示等の
情報を補うものとして地区住民等の方々に活用していただくものです。



 多様な手段による住民への確実な避難情報等の伝達を実施しています。

 防災行政無線のデジタル化（酒田市八幡地域）及び酒田市役所屋上に
新設した全方位型スピーカーの設置や、防災情報をいち早く伝え、災害
対応を迅速にするために、防災ラジオを自治会長等への貸与しています。

(実施機関：酒田市)

酒田市防災ラジオ

防災情報を伝達する防災行政無線のデジタル化 防災情報を伝達する市役所屋上の全方位型スピーカー



No.２ 簡易水位計（左岸10.6k）

No.１ 簡易水位計（右岸10.2k）

簡易水位計及び
回転灯

（左岸7.5k）

簡易水位計（右岸8.8k）

簡易水位計及び
回転灯

（右岸11.8k）

簡易水位計（左岸13.3k）

簡易水位計（右岸14.8k）

簡易水位計（右岸17.2k）

簡易水位計（右岸22.0k）

簡易水位計（左岸21.8k） 簡易水位計（左岸26.8k）

簡易水位計（左岸7.8k）

簡易水位計及び
回転灯

（左岸13.7k）

簡易水位計及び
回転灯

（右岸15.0k）

簡易水位計及び
回転灯

（左岸20.4k）

簡易水位計（右岸22.8k）

【最上川下流】

【赤川】


